


平成14年（2002年）に林家木久蔵（現・木久扇）に入門、平成17年（2005年）
に二つ目昇進、平成29年（2017年）に真打ち昇進。落語会では唯一の落語
と津軽三味線の二刀流で全国で活動中。特技は津軽三味線（故・太田家元九郎
に師事。現在、澤田勝成に師事）。横浜市在住。

落語から学ぶ防災対策
林家 ひろ木  師匠

昭和54年(1979年)４月に厚木市役所に入庁。防災、防犯、地域コミュニティ、交
通安全、消費生活などの分野を歴任し、安心安全及び危機管理部門のエキス
パートとして多大に貢献。安心安全の大きな柱の施策としてＷＨＯが推奨する
「セーフコミュニティ」に着眼し、平成22年(2010年)11月に日本で３番目の認
証取得に尽力。退職後は、総務省地域力創造アドバイザー、日本市民安全学会副
会長、厚木市セーフコミュニティ総合指導員、セーフコミュニティ・シニア(上席)サ
ポーター(日本セーフコミュニティ推進機構公認)など、安心・安全分野で活躍中。

市民協働による安心安全なまちづくり
～「夢と夢」「人と人」をつなぐ“セーフコミュニティ”の魅力～

倉持 隆雄  氏

栄区在住の小学生を中心に、ダンスパフォーマンスを通じて
さかえっ子体操や、セーフコミュニティをひろめる活動をしてい
ます。今年度はダンス講師に「hisako」を迎え、ジャズダンス・
ヒップホップダンスを通して身体を動かすこと、表現すること
の楽しさ、また発表を通して仲間と協力することの大切さや、
やりきることの達成感などを学び合っています。

さかえ竹の鼓ＫＩＤｓ（キッズ）♪

　セーフコミュニティとは、「致命的な事故やけがは、その原因を究明することで予防
できる」という考えに基づき、地域ぐるみで予防活動を展開するまちのことです。
　栄区は、平成25年（2013年）10月に日本で７番目、行政区では唯一認証を取得し、
平成30年（2018年）10月に再認証を取得しました。
　また、区民の皆様の日頃の活動により、平成30年度の栄区セーフコミュニティアンケート
調査では、約９割の区民の方が、栄区を安全・安心のまちだと感じています。
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